日本医師会生涯教育制度における

「臨床実習・臨床研修制度における指導」および「体験学習」の証明について

平成22年3月

鳥取県医師会生涯教育委員会
≪医療機関各位へお願い≫
　日本医師会では、平成22年度より生涯教育制度を改定し、「臨床実習・臨床研修制度における指導」および「体験学習（共同診療、病理解剖見学、手術見学等の病診・診診連携の中での学習）」を行った場合、証明書が必要となりました。
　このため、下記のとおり会員各位にご案内致しますので、日医生涯教育制度の単位を希望される会員各位が証明書用紙を持参された場合はご理解・ご協力賜わりますようお願い申し上げます。

(平成22年度からの日本医師会生涯教育制度の詳細については、

鳥取県医師会ホームページhttp://www.tottori.med.or.jp/dd.aspx?menuid=1312

または、http://www.med.or.jp/cme/jissi/index.html　をご参照ください。)
◇　　　◇　　　◇
≪会員各位≫

１．臨床実習・臨床研修制度における指導について
臨床実習・臨床研修制度における指導の単位は、研修病院、地区医師会等が証明・取扱いを行うこととなっております。

このため、臨床実習・臨床研修制度における指導をされた会員で、日医生涯教育制度の単位を希望される方は、
証明書様式（
（41KB）http://www.med.or.jp/cme/jissi/sidou_mihon.pdf
）をダウンロードするか、ご所属の地区医師会または本会に用紙を請求し、証明者の承認を受けて下さるようお願いいたします。
承認を受けられた証明書は、年度終了後改めてご案内しご提出頂きますので、それまでお手元に保管していただくようお願い申し上げます。

■単位の設定

研修者１人を１日指導することにより１単位とし、年間の上限は５単位までとし、カリキュラムコードは「２」（継続的な学習と臨床能力の保持）のみ付与する。
２．体験学習（共同診療、病理解剖見学、手術見学等の病診・診診連携の中での学習）
体験学習は、施設長・所属長が証明・取扱いを行うとなっていますので、日医生涯教育制度の単位を希望される方は、
証明書様式（
（44KB）http://www.med.or.jp/cme/jissi/taiken_mihon.pdf
）をダウンロードするか、ご所属の地区医師会または本会に用紙を請求し、証明者の承認を受けて下さるようお願いいたします。
承認を受けられた証明書は、年度終了後改めてご案内しご提出頂きますので、それまでお手元に保管していただくようお願い申し上げます。
■単位の設定

１時間１単位で上限は１回５単位までとする。最小単位は30 分で0.5 単位（１カリキュラムコードは最短30 分）とする。
カリキュラムコードは単位数の２倍を上限に自己申告とする。
年間の単位取得・カリキュラムコードの取得には上限を設けない。
なお、報酬を得るものについては体験学習とはしない。
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